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研究成果の概要： 

本研究では、製造業の新製品開発事業を主要な対象として、製品ライフサイクル全域に係わるプロ

ダクトイノベーションとしてのPLM、プロセスイノベーションとしてのCRM及びSCMを統合する「事業創造

戦略」の体系化を行った。その研究成果は、次の三つの研究課題を取り込むことにより成し遂げた。 

(1) PLM・CRM・SCMを統合した新製品開発事業プロセス全体のリファレンスモデルとサステナブルプ

ロジェクトマネジメント 

(2）PLMの研究課題（生産設計、生産技術の領域である工程計画・生産準備） 

(3) CRMおよびSCMの研究課題（需給協働マネジメント、生産計画システム） 
 
交付額 
                               （金額単位：円） 

 直接経費 間接経費 合 計 
2005 年度 2,400,000 0 2,400,000 

2006 年度 2,700,000 0 2,700,000 

2007 年度 3,100,000 930,000 4,030,000 

2008 年度 2,700,000 810,000 3,510,000 

  年度    

総 計 10,900,000 1,740,000 12,640,000 

 
 
研究分野：事業創造戦略 
科研費の分科・細目：社会・安全システム科学  社会システム工学・安全システム 
キーワード：事業創造プロセス、ＰＬＭ、サステテイナブルプロジェクトマネジメント、ＳＣＭ、需給マネ 

ジメント、協働的生産管理、ＢＯＭ、シミュレーション     

 
１．研究開始当初の背景 

 PDM(Product Data Management)とは、当初、

製品の企画・設計・製造・検査・販売・保守に至

る複雑かつ膨大な情報を一元管理し、工程の

効率化および期間の短縮を目指す情報システ

ムとして意図された概念だったが、その後の実

用 状 況 は 、 製 品 開 発 技 術 者 の た め の

CAD/CAM/CAE等の電子化された資料管理

のための便利なツールという域を出ず、本質的

な役割を果たすための情報システム機能の究

明やその情報システム開発へは、いまだ至って

い な い 。 一 方 、 CRM(Customer Relationship 

Management)とは、顧客データベースを活用し、

きめ細かなマーケティングで優良顧客の満足を

高めて収益の向上を図る経営手法を意味して

おり、また、SCM(Supply Chain Management)と

は、取引先との間の受発注、資材・部品の調達、

在庫、生産、製品の物流など、企業間を越えた

供給連鎖全体を最適化して、ビジネススピード
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を画期的に短縮して企業収益を高めようとする

管理手法である。CRMおよびSCMそれぞれの

管理業務プロセスのモデル化や手順化は、

PDMも含めそれぞれ独立に行われており、その

弊害として、製品ライフサイクル全般にわたる相

互の業務プロセスと連携できず、新規事業を立

ち上げて俊敏に市場へ商品を投入できない事

態が指摘され、多くの製造企業や流通企業で

問題となりつつある。 
 
２．研究の目的 

本研究では、上述の課題を解決し、また、PD

M当初の概念をさらに発展させた製品ライフサ

イクルマネジメント (PLM：Product Lifecycle M

anagement)本来の狙いを実現するために、製

造業の新製品開発事業プロセスを研究対象と

して、製品ライフサイクル全域に係わるプロダク

トイノベーションとしてのPLM、プロセスイノベー

ションとしてのCRM及びSCMを統合するモデル

化方法と管理方法を体系化することにある。 
 
３．研究の方法 
(1) PLM・CRM・SCMを統合した新製品開発事

業プロセス全体のリファレンスモデルとサステナ

ブルプロジェクトマネジメント方法においては、

統合BOMの基本的なアーキテクチャーに基づ

き、サステナブルプロジェクトマネジメントと対応

づけながら、製品ライフサイクルの全プロセスに

わたって、PLMとCRM・SCM・ERPとの連携した

リファレンスモデルの規定を成し遂げた。 

(2) サステナブルプロジェクトマネジメントに関

する研究として、価値連鎖活動と関連づけて、

財務的および非財務的な価値を含む新たな問

題構造化と分析フレームワークを提唱した。ま

た、最終成果物に至る過程において付加され

た価値（特にサービスによって）を評価する方法

並びにその提示方法に関して研究を行なった。 

(3) PLMの研究課題においては、自動販売機

を事例にPLMを念頭においた製品開発プロセ

スにおける業務情報と業務手順化を行い、製品

設計の共有情報、生産設計情報を関連づけて、

製品開発プロセスの統合化を行った。また、一

部実装を行い、共同研究先企業にレビューを

行い検証、評価を行った。 

(4) CRM及びSCMの研究課題においては、需

給プランナーの精度と実用性の向上を目的に、

総合生産計画と市販スケジューラーの活用方

法の提案、および、提案の有効性検証に取り組

んだ。開発した需給プランナーを昨年度から引

き続き大学院の授業に適用し，その教育効果と

課題を整理した。生産計画システムに関しては，

受注生産と見込生産の混在した環境における

受注選択問題，エージェント技術を応用したラ

インバランシング問題，サプライチェーンにおけ

るパートナー選択問題を検討した．また，プル

型の生産指示方式のWeb版シミュレータを開発

し授業に使用した。 

４．研究成果 

本研究は、製造業の新製品開発の事業プロ

セスを研究対象とする製品ライフサイクル全域に

係わるプロダクトイノベーションとプロセスイノ

ベーションを統合するモデル化方法や管理方法

の体系化と、これら研究成果の普及へ向けた社

会人・大学院生を受講対象とする e ラーニング

教育プログラム開発について取り込んできた。各

テーマにおける主な研究成果を以下に示す。 

(1) PLM・CRM・SCM を統合した新製品開発事
業プロセス全体のリファレンスモデル－基本概
念の構築 

①本研究課題の全体的なテーマの指針となる「事 

業創造戦略」のフレームワークの概念規定及び構築 

②演習授業の教育方法と開講 

③自動販売機メーカーであるサンデン社との共同研

究を進めていく上で、本研究課題との関連づけ 

④製品ライフサイクルマネジメントを行う上での基本 

情報を、「製品の定義情報」と「製造方法の定義情報」

の観点から分類 

⑤目的別 BOM 間の連携による協働業務プロセス 

 
(2) PLM/CRM/SCM を統合した新製品開発事
業プロセス全体のリファレンスモデルとサステナ
ブルプロジェクトマネジメント方法  

①サステナビリテイ志向のバリューチェーン概念及び

エンジニアリング問題としてのフレームワーク 

②教育方法 

③当該問題に関する多目的最適化問題としての定式

化と最適性の原理に基づく解法 

④サービス産業へのプログラムマネジメント適用方法 

⑤化学プロセス系におけるエンジニアリングへの展開 

⑥経営資源配置と組織編成方法 

 

(3) PLM の研究課題（生産設計、生産技術の領

域である工程計画・生産準備） 

① 既存製品の多品種品目への拡張や再設計に対

して組立て作業の評価を含めて効率的に行なうため

の支援ツールとする“設計データ構造対応表”を開発

した．そして，現実の製品に対して機能の追加による

再設計の例を示した． 

② 既存製品の多品種品目への拡張や再設計に対

して組立て作業の評価を含めて効率的に行なうため

の支援ツールとする“設計データ構造対応表”を開発

した． 

③既存製品の再設計に対して組立て作業の評価を

含めて効率的に行なうための支援ツールとする“設計



データ構造対応表”を開発した．本論文では部品組

立性の評価方法の特徴を記述した． 

④効率的な分解作業を行うため，MODAPTS 法によ

る動作分析と作業時間の計測により分解作業の特徴

を組立作業との比較から調べた． 

⑤新製品生産立上げをプログラム・マネジメントとして

捉え、BOM を用いてエンジニアリング・プロセスの構

築の概念を確立し、手順化、評価を行った 

 

(4) CRM および SCM の研究課題： 需給協働マ

ネジメントに関する研究 

①サステイナブル企業にける事業創造サイクルと需

給協働マネジメントの関係の体系化 

②供給戦略に市販のスケジューラーを組み込んだ需

給プランナの開発需給プランナーを大学院の授業で

使用し、その教育効果と課題を整理及び教育プログ

ラムの作成と実証 

③需給協働マネジメントのための戦略プランナー開

発 

④供給計画問題のシステマティックな解法の提案 

⑤製品ライフサイクルを考慮した利益最大化手法の

開発 

⑥総合生産計画と市販スケジューラーを組み合せた 

 

(5) ＰＬＭにおける生産計画システム 
①使用済み製品を回収して再び製品の生産に利用

する際に在庫制約が存在する場合の生産方針を提

案した 

②ジョブショップ環境において顧客が２つのクラスに

分けられる環境下での受注選択問題への新たな

ヒューリスティック法を提案した 

③ラインバランシング問題において隣接する作業者

間での作業の局所的交換が満足解に導かれることを

示した 

④価格設定が需要に影響する環境下での部品供給

業者と納入先業者の選択と価格決定の最適化を行っ

た 

⑤かんばん方式の特徴を学習するツールとしての

Web ベース教育用シミュレータを構築した 

 
(詳細については、「青山学院大学綜合研究所 e
ラーニング人材育成研究センター研究叢書 
(ISSN 1880-9766) 第 4 巻第 1 号」Part I をご参
照してください。) 

これまでの研究成果は、国際会議で研究発
表を行った他、複数の国内学会では特別セッ
ションを設けた研究発表や招待セッション・シン
ポジウム講演も行った。また、米国の先端研究
拠点（3 大学 7 箇所）を現地調査し、PLM や e
ラーニングについて情報交換を行った。                                                                               

さらに、4 年間にわたる研究活動をまとめたも
のを「青山学院大学綜合研究所 e ラーニング人
材 育 成 研 究 セ ン タ ー 研 究 叢 書  (ISSN 

1880-9766)」第 4 巻第 1 号に掲載された。出版し
た研究叢書の目次概要を下記する。 
--------------------------------------- 

目 次 

はじめに  

Part I  平成 17・18・19 年度研究成果報告 

はじめに  

第１章  PLM・CRM・SCM を統合した新製品開 

発事業プロセス全体のリファレンスモデ 

ル－基本概念の構築 

第２章 サステナブルプロジェクトマネジメント方 

法に関する研究 

第３章  PLM の研究課題（生産設計、生産技術

の領域である工程計画・生産準備） 

第４章  需給協働マネジメントに関する研究 

第５章  ＰＬＭを支援する生産計画システムに

関する研究 

 

Part II  平成 20 年度最終年度の主な研究成果 

はじめに 

１．事業ライフサイクルイノベーションのフレーム 

ワークとプログラムマネジメント     

２．エンジニアリング問題の構造化―問題構成か 

ら課題設定へ                

３．外食サービス改革のための価値創造分析             

４．エンジニアリング・プロセスにおける目的BOM  

の構築 

５．製品設計のための組立て作業評価を含む

データ構造表の開発.             

６．サスティナブル経営のための需給マネジメント 

教育システムの開発と試行    

 

Part III  平成 19 年度米国 PLM 現地調査報告

書 

はじめに  

１． MIT Whitney 先生訪問 

２． Prof. Olivier L. de Weck 訪問 

３． Prof. Jerome Connor 訪問 

４． Prof. Surendra M. Gupta 訪問 

５． PRISM meeting 

６． Purdue 大学 PLM Center に関する調査 

７． Dr. Fu Zhao 訪問 

 

Part IV 科研研究費補助金基盤(B)の実績報告

書 

はじめに  

１. 平成 17 年度研究実績報告書  

２. 平成 18 年度研究実績報告書  

３. 平成 19 年度研究実績報告書  

４. 平成 20 年度研究実績報告書  

５. 本研究プロジェクトによる企画提案セッション 

--------------------------------------- 
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